
鯨
.鯉叢論

灘鰐
叢

號 穴 節 巻 十・
行 顧 ロ ー 用 六 年 プ』正 大

強
調

一説

財

産

税

の
利

弊

・.・…
…
…
…

鎌

倉

時

代

の
家

族

制

度

〔五
)
…
-
…
…

盲

目
α
o
芝

葺

に

就

き

て

(
二
.完
)
…
…
.

聾

自

珍

の
農

宗

説

…
・・

明

治

の
米

債

調

節

「七
、完
)
…
-
…

…

人

格

主

義

羅

磯
経

済

と

人

生

物
恥
(
こ

・・

曲
附
事

闇
型
題

目

下

の
恐

慌

及

び

失

業

…

…

.

恐

慌

の
対

策

と
銀

行

業

者

…
…
・…

雑

録

北

米
合

衆

国

に
於

け

る
農

耕

地

…
…

汐

見

法

學

士

に
答

ふ

・・…
.,
,

経

済

生

活

の
道

徳

化

…

・…

古

代

に
於

け

る
植

民

史
訓

…
…

.
・

附

録

…
…
・・…
・本

誌

第

十

巻
絡

目

録

..

…
法
學
構
士

…
文
學
情
士

…
法
學
博
士

文

學

士

:
法

學

士

-
注

學

士

-
法

學

士

…
渋
墨
博
士

-
法

學

士

法

學

博

士

:
,農

畢
椿

士

…
法
學
博
士

・・注
學
博
士

帥

戸

正

雄

三

浦

周

行

財

部

静

治

小

島

肪

馬

本
庄

榮
治

郎

石

川

興

二

戸

田

海

市

大

森

研

造

高

岡

熊

雄

武

藤

山

治

赫

戸

正

雄

山
本
美
越

乃
・ー
ー

L

,F
亀



」
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古
代
に
於
け
る
植
民
史
訓

ノ

山

本

美

越

乃

英

國

に

於

け

る

最

も

凋

創

的

の

政

治

史

學

者

ε

し

て

-

又

最

も

進

歩

的

の

帝

国

主

義

の

論

者

ご

し

て

有

名

な

る

、

故

ケ

ソ

プ

リ

・
ヂ

大

里

撤

授

ぜ

-

、
ア

ー

ル
、
シ

ー

り

一

(
ω
一「

甘

,
昌

即
o
げ
o
「梓

ω
霧

一〇
ざ

一
。。
竃

-
同
。。
9
巴

が

、

其

の
著

『
英

國

膨

脹

論

』

(
.、臣

。

固
嘱
℃
P
呂
・。
一。
口

。
明

ド

穿

σq
一碧
ら
.)

の
巻

頭

に
、

凡
そ
歴
史
の
研
究

は
軍

に
過

・
第
+
巻

(第
六
號

一
三
四
)

八
五
八

㌧

去
に
關
す

る
護
者
の
好
奇
心
を
満
足
せ
し
む
佑
の
み
に

止
ま
ら
す

し
て
、
更

に
之
に
依
り
て
現
在
に
封
ず

る
意

見
ご
、
將
來
に
封
ず

を
豫
想
ε
を
誤
ら

し
め
な

い
様

に

す

る
こ
ε
に
於
て
、
初
め
て
意
味
が
め
る
ε
述

べ
て
居

る
が

、
予
が
今
後
本
誌
に
飴
白

の
與

へ
ら
る

、
限
り
に

於
て
、各
・國
の
植
民
史
の
大
綱
を
窺
は
ん
て
す

る
の
も
、

亦
實
に
此
の
主
旨

に
他
な
ら

ぬ
の
で
あ
る
。

・
希
臘

・
羅
馬
の
遠
き
古

へ
の
こ
ε
は
姑
く
措
き
、
近

世

に
於
て
も
西
班
牙

・
葡
萄
牙
等
の
如
き
は
、

嘗
て

は
世
界
に
於
け
る
二
大
植
民
國

ε
し
て
、
西
班
牙
は
西

半
球

に
葡
萄
牙
は
東
半
球

に
自
由
に
植
民
的
の
活
動
を

爲
し
得

る
こ
ξ
を
、
羅
爵
法
皇
よ
b
允
許
せ
ら
れ
把
る

位
で
め

つ
だ
が
、
今
日
は
既
に
其

の
勢
力
は
全
く
吉

せ

て
、
植
民
國
ε
し
て
は
見

る
影
も
な
き
有
様

に
陥

っ
て

居
る
、
併
し
之
を
軍
に

一
片
の
植
民
史
上
に
於
け
る
過

去
の
偉
観

己
し
て
看
過
す
れ
ば
夫
れ
迄
で
あ
る
が
、
夫

れ
で
は
何
等
現
在

の
植
民
國
に
封
ず

る
活
徴
訓
ε
も
な

ら
ね
ば
、
文
典
の
將
來
に
封
ず
る
批
判

の
参
考
の
資
料

り

ご
も
な
ら

ね
、
現
在
が
過
去

よ

り
生

れ
た

る
以
上
は

、

未
来
も
亦

現
在
よ

り
生

れ
出

で

ね
ば
な
ら

祖
、
故

に
吾

,
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鞠

0

人

の
植
民
史

の
研
究

は
、
過
去

・
現
在

・
未

来

に
通

じ

て
何
等

の
脈
絡

を
有
し
な

い
断
片
的

の
事
實

の
研
究

ε

し
て
、
輩

に
喜
入

の
好
奇

心
を
満
足

せ
し
む

る
の
み

を

以
て
終
b

た
く
な

い
、
能

ふ
限

り
現
在

に
劃
す

乃
意

見

こ
、
將
來

に
撤
す

る
誤
ら

ざ

る
豫
想

ε
を
立

て
得

る
概

念

を
之

よ
り
得

た

い
ξ
考

へ
る
、
此

の
加
〃き

こ
ご
が
果

し
て
雁
皮

の
研
究

の
眞

の
目
的

で
あ

る

か
否

か
は
、

A
「

之
を
詮
索
す

る
の
要

は
な

い
、
少

く
ε
も
吾

人

の
窺

は

ん
ご
す

る
植

民
史

に
於

て
は

、
此

の
態
度

を
以

て
研

究

を
進

め
て
見

セ

い
ε
思
ふ
、

シ
ー
リ
ー
は
英

国
史
を

學

ぶ
は
軍

に
英
國

の
過
去

を
學
ぶ

に
あ
ら
す

し

て
、
天

真

の
將

來
を
學
ば

ん
ε
す

る
に
在

り
、
..箋
汗
昌
図
o
口
ω2
曾

同
旨
げq
ま
げ
乱
落
o
蔓

団
8

旨
鼠
}、
目
o
け
多
o
鵠
ω8

h国
話

す
民

¶

。
三
ざ

σ
耳

ゴ
臼

身

震
Φ二
η

器

国
老
田鼠

8

0
h
国
ロ
びq
『
昌
匹

℃
」
コ

)
ビ
吉

っ
て
居

る
が
、
吾
人
も
亦
植
民

史
を
學

ぶ

は
軍
に
植

民
國

の
過
去

を
學

ぶ
に
あ
ら
参

し

て
、
叉

其

の
將
來
を
學
ば

ん
ε
す

る
に
在

り
、
..≦

竃
昌
ミ
。
湾
口
身

8
δ
三
巴

三
。。8
蔓

を
の
湾
二
身

⇒
o
;
冨

冒
曾

。
『
6
9
。三
巴

同
日
鳳
器

。
巳
ざ

げ
葺

プ
o
「
密
窓
「①
.二
ε
の

一
事

を
弦

に
緒

言

ε
し

て
置

け
ば
足

る

の
で
あ

る
。

雑

錐

古
代
に
於
け
ろ
植
民
史
訓

(註

)

シ
ー
リ
ー
の
學
説
.ト
聞
し
て
に
、
小
野
塚

静
土
蕃

『
欧
洲
現
代

政
治
及
學
説
論
集
』
二
三
九
頁
以
下

に
簡
潔

ド
し
て
有
益
な

ろ
批
評

.

が
掲
.げ
ら
れ
て
居

る
、
叉
其

の
名
著

『
英
国
膨
脹
諭
』
は
本
圃
に
於

て
ば
固
よ
り
・
隊
洲
各
国

に
於
■
も
盛
ん
に
耽

蹟
ぜ
ら
れ
た
る
も

の

で
め

つ
又
、
殊

に
獅
逸

に
於
て
に
之
た
中
.等
程
度
の
學
校
の
数
科
書

ε
し
て
、
其

の
流
麗
な

る
文
章
ミ
共
に
豊
富
な
る
思
想
な
學
生
F
玩

味
ぜ
し
め
た
も
の
で
あ
る
o

古

代

の
植

民

國

ラー
エ
ジ
プ
ト
、

一
図
の
地
理
的
事
情
が
其

の
國
の
怪

く史
的
稜
達

に
重
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
す

こ
蓬
は
、
・今
更

藪
に
事
新
し
く
述
ぶ
る
迄
も
な

い
こ
ε
で
あ
る
が
、
殊

に
國
民
の
封
外
的
獲
展
、
換
言
せ
ば
其
の
移
植
民
的
の

活
動
に
至
大
の
影
響
を
及
ぼ
す
も
Lの
は
、
其
の
圃
[の
水

.

界
に
封
ず
る
關
係
如
何
ε
云
ふ
こ
ご
で
あ
る
、
有
史
前

の
人

々
は
水
界
の
利
用
ご
云
ふ
こ
ざ
に
付

い
て
は
、
.殆

ん
ご
何
等
の
考

へ
を
も
有

し
て
居
ら
な
か
つ
な
の
み
な

ら
す
下
入
力
を
以
て
は
到
底
之
を
如
何
こ
も
爲
し
能
は

ざ
る
も
の
で
あ
る
か
の
如
く
に
考

へ
て
居

っ
た
、
併
し

人
口
の
増
加
及
び
肚
會
の
進
歩
に
件

ひ
、
従
来
の
限
り

あ
.る
陸
上
の
獲
展
の
み
を
以
て
は
次
第
に
不
充

分
ε
な

b
、
藪
に
何
時
し
か
通
路
を
水
界
に
求
め
て
、
其

の
獲

展
の
領
域
を
振
張
す
る
の
必
要
を
威
ぜ
し
む
る
に
至

つ

第
十
巻
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六
號
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二
五
V

入
五
九
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尊

雑

録

古
代
に
於
け

る
植
民
良
説

第
十
巻

(第

六
號

=
二
六
)

八
六
〇

た
、
而

し
て
古
代

に
於

て
夙

に
水

界
を
利
用

し
て
野

外

ε
し
、
.叉
其

の
征
服
地

は
通
商

的

に
之
を
開
讃

せ

ん
こ

的

の
獲
展

を
試

み
た

る
國

ご
し

て
は
竜
先

づ
第

↓
に
指

ざ
に
努

め
た

る
結
果

、挽
關

・商

店
等

の
如

き
も

の
は
到

を
埃

及

に
屈

せ
ね
ば
な
ら

ぬ
、
埃

及
人

は
元
来
勇
敢

に

る
慮

に
設
慣

せ
ら

れ
、
商

業

に
關
す

る
法
令

の
如

き
も

し
て
冒

険
的

の
思
想

に
富

み
、
既

に
紀

元
前

三
千
五

⊥
ハ
.
の
も
屡

々
稜

布
せ
ら

れ
た

}
斯

か
る
黙
よ
り
考

ふ
る
特

百
年

頃
よ
り
小
亜
細

亜
及

び
亜
剌
比
亜
地
方

ε
交
通

し

は
、
古
代

の
埃
及

人

の
海
外
獲
展

は
近

世

の
商
業
植
民

て
、
金
銀
賢

石
導

の
貴

重
品

で
め

る
ε

か
、
或

は
今

日

に
甚

だ
似
た

る
所
…が
あ

る
ε
共

に
、
叉
所
謂
商
業
植
民

ご
錐

も
街

ほ
其

の
不
足

に
苦
み

つ

、
あ

る
木
材

等

を
輪

な
る
も

の
に
俘

ふ
羽
黒
を
も
之

を
有
し

て
居

っ
た
、
都

入
し
て
居

っ
た
、
併

し
當

時

の
海
外
獲

展

の
目
的

は

、

ち
海
岸

叉
は

河
口
等

の
通
商
貿

易

に
便
な

る
所

に
は
、

通
商

ご
云

ふ

こ
ど
が
‡
眼

で
あ

っ
て
、
別

に
領
土
的

の

比
較
的
廣
く

本
圃

の

勢
力

を

扶
植
す

る
こ
ざ
を

得
た

目
的

よ
り
出

で
た

る
も

の
で
は

な

い
。

が
、
深

一
内
地

に
向

っ
て
は
其

の
勢
力

を
及
ぼ
す

こ
ざ

埃
及

は
希

臘

の
史
家

ヘ
ロ
ド

ー・
ス
の
吉

へ
る
が
如

一

を
得

な

か

っ
た

、
之

が
爲

め
に
本
鬮
埃
及

の
国
運

の
衰

に
.

二
丁

ル
河

の
恩
恵

を
受
く

る
こ
ε
が
頗

る
大
で

あ

ふ
る
ご
共

に
、
海

外
に
於

け

る
人
.恥
も

亦
自
ら
離

散
す

つ
て
、土
地

が
極

め
て
肥
沃

で
あ

る
所

か
ら
、
假
令
入

口

"
る
に
至

っ
た
、
・
要
す

る
に
埃

及
人

ぽ
海
外

に
獲

展

し
て

の
蕃

殖
力

が
旺

ん
で
あ

っ
て
も

、
之

を
支

ふ
る
に
は
何

も
、

其

の
獲

展
地

に

謝

し
て
は

自

由
放
任
主
義

を

採

算

の
困
難
を
感

じ
な

か

つ
陀

、
從
て
近

世

の
意
味

に
決

り
、
別

に
是
等

の
地
方

を
政
治
的

の
従
属

關
係

の
下

に

け

る
移
植
畏

的

の
活
動

ご
云
ふ
が
如

き
事
冑
[は
、
古

代

置

か
ん

ε
す

る
が
如
き

こ
蓬
な

く
、
唯

通
商
交

通
を
盛

の
埃
及

人

に
は
之
を
見

る

こ
ε
が
出
水
な

か

っ
た
、
唯

ん
な
ら

し
む

る
こ
ピ
を
以

て
満

足

し
て
居

っ
た
に
過

ぎ

彼
等

の
海
外

獲
展
は
自
国

に
於

て
容
易

に
得

る
能

は

ざ

粗
の
で
あ

る
。

ラ

コ

る
物

を
獲
ん

ε
す

る

に
あ

っ
た

が
爲
め

に
、
海
外
を

征
.

ニ
カ

ル
ヂ
7
、

カ

ル
ヂ

ア
は
其

の
地
勢

ユ
ー

フ
・フ
・プ

て

服
す

る
も
土
地

の
併
合

よ
り
は
寧

ろ
貢

物

の
徴
獲
を

主

ス
及
び

チ
グ

リ
ス
河

に
接

し
、
且
波
斯
濁

に
臨

め
る
所

.

'
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か
ら
、
画
人

は
古
く
よ
b
水
界

の
利

用

に
注
意

し
、
不

完

全
な

る
船

を
以

て
屡

々
難

破

の
災

厄

に
遭
遇

し
た
る

に

拘
ら
す

、
大

膿

に
も
危
険

を
冒

し
て
波
斯
灘

附
近

の

諸

国

巴
通
商
交

通
を

爲
し
た
、
彼

の
有

名
な

る
「
世
界

の
鐵

.
鎚
」
(、、寓
p
ヨ
已
①
「
。h
9
⑦
芝
ぎ

げ

国
餌昌
げ
こ
〕
ε
云
ふ

ヵ

ル

ヂ
ア
人

に
封
ず

る
異
名
は
、
其

の
大

膿

に
し

て
勇

敢

な

る
性
質
を
言

ひ
表

は

し
た
も

の
で
あ
惹
、・
元
來

カ
ル

ヂ

ア
人
は
農

工
商

の
諸
業

に
長

じ
、
且
航
海
者

ざ
し
て
も

最
も
適
性
を
備

へ
て
居

っ
た

、
故

に
若

し
其

の
国
民

が

今

少

し
く
深
慮
遠
謀

を
有

せ
し
な
ら

ば
、
必

ず
や
古

代

の
植
民

國

ε
し
て
後
世

に
其

の
範

を
重

る
る
も

の
が
あ

っ
陀

に
違

は

漁
、
然

る
に
惜

む

べ
し
彼
等

は
軍

に
自
国

の
富

張
を
圖

る
こ
ε

に
の
み
汲

々
ε
し
て
、
新
附

の
民

を
遇
す

る

の
途

を
知
ら
な

か

っ
た

、
即
ち
彼
等

の
目
的

は
富

の
課
求

に

在

っ
て

民

力

の

涵
養

に

存

し
な

か
つ

π
、

「
個
人

で
も

}
國
民

に
で
も
深

き
慮
り

ε
遠

き
謀

な

く
し
て
、
健

闘

に
富
を

収
集
す

る
こ
ご
に

の
み
没

頭

す

る
結

果
は
、
遂

に

奢
侈

・淫
逸

・腐

敗
・
自
滅

の

運
命

を
辿

り
行
く

こ
ε
は
、
藪

に
説
明
す

ε
ま

で
も
な

い
、

力

川
デ
ア
人

は
古
代

の
亜
細
亜

人
中

で
は
、
最
も

能
く

雑

錐

古
代
に
於
け
ろ
植
民
吏
訓

文
明

の
粋
を
蒐

め
た
画
風

で
あ

っ
て
、希

臘

の
文
藝

・技

術
等

は
、

カ

ル
デ

ア
人

に
負

ふ
所

が
鮮

く
な

い
ご
ま

で

稠

せ
ら

れ
た

の
で
め

洛
が
、
併

し
其

の
植
民
的

の
活
動

に
就

い
て
は
、
飴
り

に
自
國

本
位
主
義

に
流

れ
た

る
が

凋

め
に
、
埃

及
人

ご
同
じ
く
後

世

に
傳

ふ

べ
き
何
者
を

も
遺

さ
な
か

っ
た
の

で
あ

る
。

三
ア
ッ
シ

リ
ア
、
.

ア
・
シ
リ
ア
は

地
勢

上
よ

り

論
ず

くる
時

は
、
埃
及

ご

か
カ

ル
ヂ

ア
誓

の
如
一

に
水
界

利
用

の
多

く

の
便

を
有

し
て
居
ら
一な

か

っ
た
が

、
好
戦

人
種

で
兵
を
用

ふ
る

こ
ε
が
極

め
で
巧

み
な
か
し
所

よ
り
、

訂
ら

四
方

を

征

伏

し
て

領

土
を

擾
賑
す

る
こ

ε
を

得

た
、
換
言
せ
ば

ア
ッ
シ

リ

ア
人
は

卒

和
的

通
商
的

の
獲

撰
者

で

は
な

く
し
て
、
侵
隆
的
領
土

援
張
主

義

の
實
行

.

者

で
あ

っ
た

、
.而

し
て
此

の
如

く
に
し
て
獲

た

る
新
領

土

に
射
し
て

は
、

叉

ア
ッ
シ
リ

ア

　
流
の
統

治
策

を
以

て
臨

ん
だ
、
脚

ち
・ア
ッ
ツ
リ
ァ
の

中

央
政
府

ご
新
圏

慣

ど
の
關
係

は
極

め
て
自

由
で
あ

っ
て
、
通
常

は
之

を
統

治

せ
し
む

る
が
矯

め
に
知
事
及

び
若

干

の
駐

屯
兵

を
置

き
、
更

に
領

土

の
渡
張

せ
ら

る

＼
に
從

ひ
、
附

近

の
新

領
有
地
を

も
之
を
管
轄

せ
し
む

る
こ
ε

・
し
、
叉
其

の

.
蟹川十
巻

(築
山ハ號

「
一二
七
)

八
六
一

一
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,

雑

錐

古
代
に
於
け
る
植
民
史
訓

必
要
を
認
む
る
場
合
に
は
全
く
自
治
を
さ

へ
許
し
陀
、

,
唯
新
附
の
民
は
絶
劃
的
の

服
従
・納
貢
及
び

兵
役

に
脳

す
る
こ
ε
の
三
大
義
務
を
守
れ
ば
可

い
の
で
、
若

し
是

等

の
義
務
を
怠

る
時
は
劔
の
制
裁
を
受
け
ね
ば
な
ら
兎

が
、
其
の
他

に
於
て
は
全
く
自
由
で
あ

っ
た
、
加
之
、

ア
ッ
シ
リ
ア
人
は

叉
新
領
土
の
民
を
自
國
鷲
移
住
せ
し

め
、
反
勤
に
自
国
の
民
を
新
領
土
.に
移
住
せ
し
む
る

一

種
の
交
代
植
民
注
を
採
用
し
究
、
併
し
之
は
自
国
の
人

口
が
非
常

に
多
く
し
て
、
新
領
土

に
移
住
せ
し
む
る
も

自
国
域
の
国
民
的
結
束
力
に
、
毫
も
緩
み
を
生
す
る
が

如
き
瞑
れ
の
な
い
場
合
に
は
、
新
領
土
に
封
ず
ゐ
母
國

の
勢
力

の
扶
植
上
に
敷
果
な
し
ご
し
な

い
か
、
然
ら
ざ

る
場
合
に
は
、
互
に
反
目

せ
る
人
種
を
混
信
せ
し
む
る

こ
ε
は
、
自
ら
四
分
五
裂

の
種
子
を
播
く
に
等
し
一
、

ア
ッ
シ
リ
ア
は
全
く
此
の
實
験

の
最
初
の

犠
牲
者
ε
な

っ
て
倒
れ
カ
の
で
あ
る
。

四
メ
ヂ

ア
、
ア
ッ
シ
リ
ア
の
衰
頽
後
之

に
代

っ
て
勢
力

を
占
む
る
に
至

っ
た
メ
デ
ア
人
の
活
動
状
態

に
就

い
て

は
、
現
今
信
擦
す

べ
き
.記
録
の
残
存
せ
る
も

の
が
な

い

所
か
射
、之
を
詳

か
に
す
る
こ
ざ
を
得
な

い
が
、
諸
種

の

第
十
姫
軍
(苗
甲山ハ腓伽

一
一二
八
)

八
占ハ
一一

断
片
的

の
記
事

に
依
り
て
之
を
想
像
せ
ば
、
紀
元
前
六

世
紀
頃

に
は
其
の
領
土
は
小
亜
細
亜
の
中
部
渥
ま
で
櫨

賑
せ
ら
れ
て
居

っ
た
ε
の
こ
ε
で
あ
る
、
而
し
て
メ
チ

ア
人
の
新
領
有
地

に
封
ず

る
統
治
策
は
、
ア
ソ
シ
リ
ア

入
の
統
治
策
ε
能
く
似
だ

る
所
が
あ
っ
て
、
師
ち
本
憾

に
接
近
せ
る
地
方
は
之
を
本
圃
歌
府

の
直
轄

ε
な
し
、

是
等

の
地
方
を
し
て
更

に
其
の
隣
接
地
を
統
治
せ
し
む

る
ε
云
ふ
が
如
↑
に
、
本
圃
を
隔

る
に
從
ひ
共
の
統
治

は
次
第

に
間
接

ε
な
り
、
寧
ろ
隣
接
地

の
勢
力
の
方
が

遙
に
人
な
る
も
の
が
あ

っ
た
、
之
が
爲
め
に
本
國
封
新

領
有
地
間
の
關
係
は
必
ず
.し
も
密
接
輩
固
な
b
ξ
育

ふ

を
得
な
か
つ
だ
ρ
メ
ヂ
ア
人
は
直
接
本
圃
に
収
入
を
齎

す
所
の
隣
接
地

に
封
し
て
は
、
特
別
の
取
扱
ひ
を
駕
し

だ
が
、
然
ら
ざ
る
遠
隔
の
地
方

に
醤
し
て
は
、
武
力

の

歴
迫
以
外

に
竜
も
親
し
み
の
情
を
持
た
な
か
っ
た
こ
ざ

が
、
久
し
か
ら
す
し
て
新
附

の
民

26
を
離
散
せ
し
む
る

に
至

っ
た
原
因
で
あ
る
、
要
す

る
に
メ
ヂ
ア
人
は
領
土

の
櫨
張

に
ば
成
功
を
し
た
が
、
之
が
統
治
に
は
失
敗
じ

だ
、
從
て
植
民
政
策
上
に
於
て
は
特
に
記
る
す
に
足
る

べ
き
も

の
か
な

い
。

■



、

「

ラ五
ペ
ル
シ
ア
、
波
新
人
は
最
初
は
ズ
ヂ
ア
王
の
支
配
を

受
け
、
毎
年
・朝
貢
を
納
む
る

一
届
國
の
民

た
る
に
過
ぎ

な

か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
後

に
は
之
を
亡
ぼ
し
て
其

の

領
土
を
併
呑

し
、
更
に
隣
邦
リ
デ
ア
を
も
合
せ
.て
其
の

勢
力
を
小
亜
細
亜
に
伸
張
し
、
進
ん
で

エ
ー
ゲ
海
の
諸

島
を
略
し
、
叉
南
方
に
於
て
は

カ
ル
ヂ
ア
を
亡
ぼ
し
、

更
に
西

し
て
埃
及
を
征
し
、
東

は
印
度
の
西
北
部
よ
b

ド

コ

北
は
露
西
亜

の
南
境

に
至
る
迄
、
東
西
南
北

に
其
の
板

囲
を
振
張
し
て

一
大
帝
國
を
建
設
し
、
曹
に
外
部
的
に

へ

膨
脹
獲
展
を
遂
げ
セ
る
の
み
で
な
く
、
内
部
的

に
も
是

等
の
新
領
土

の
統
治
に
大
に
力
を
用
ひ
、
全
領
域
を
多

く
の
州

に
分
ち
、
州
毎
に
長
官
を
催
き
て
普
通
の
行
歌

及
び
司
法
事
務
は
之
を
長
官

に

一
任
し
、
中
央

に
は
別

に
監
察
官
を
置
き
て
時
々
各
州

を
巡
回
監
視
せ
し
め
、

叉
地
方

に
於
け
る
下
級
の
官
吏

に
は
成
.る

べ
く
土
着
人

を
採
用
す
る
ε
共

に
馬
公
安

の
維
持

に
差
支
な
き
限
り

は
.
其
の
地
方

の
風
俗
習
慣
等

に
は
醗
b
干
渉
を
加

へ

ざ
る
方
針
を
欄休
り
、
更
に
長
官

の
勢
力

の
上八
ε
な
る
に

從
ひ
、
或
は
厨
領

の
凋
立
分
離

せ
ん
ε
す
る
が
如
き
危

険
を
生

ぜ
ん
こ
ざ
を
慮
り
、
長
官
の
他
に
別
に
司
令
官

雑

録

古
代
に
於
け
る
植
民
史
訓

を
各
州

に
催
き
て
兵
馬
の
擢
を
委
ね
、
互
に
相
牽
制
せ

し
む
る
の
策
を
執

っ
た
、
此

の
如
き
騙
領
統
治
策
は
非

常

に
進
歩
し
た
も
の
で
あ

っ
て
、
近
世
各
国

の
植
民
地

に
於
て
女
官
総
督

ξ
軍
司
令
官
ご
を
併
倦
し
て
、
玄
武

の
両
罹
を

[
人
に
托
す

る
こ
ε
な
く
、
之
を
分
ち
委
ね

ん
ε
す
る
所
の
制
度

に
相
似
た
る
も
の
が
あ

っ
た
。

此
の
如
く
に
中
央
の
統

.一
的
禮
力
が
畿
固
で
あ
り
、

又
地
方
長
官
も
互

に
其

の
権
限
を
守

っ
て
相
侵
さ
な
か

っ
た
時
代
ζ
は
、
叛
齪
の
起
る
こ
ご
も
な
く
、
治
績
も

大

に
撃

つ
た
の
で
あ
る
が
、
.止威
力
の
脛
過
ε
共
に
次
第

に
中
央
の
椹
力
が
衰

へ
、
遂
に
は

一
人
に
し
て
文
武
の

両
権
を
掌
握

し
、
即
ち
長
官

に
し
て
軍
司
令
官
を
兼

蹲

る
か
如
き
者

の
出
つ
る
に
及
ん
で
、

叛
飢
相
次
で

起

り
、
加
ふ
る
に
最
初
は
國
民
が
質
朴
で
気
概
に
富
み
、

文
弱
に
流
る
、
が
如
き
弊
が
な
か
っ
た
が
、
各
地

を
征

伏
し
て
當
特

の
文
明
國
を
併
合
す
る
に
及
び
、
是
等

の

國
の
文
化
が
何
時

`
は
な
し
に
輸
入
せ
ら

れ
、
国
民
は

次
第

に
華
奢

の
風
に
感
染

し
、
建
國
當
時

の
元
気
は
日

に
消
え
失
.せ
つ
、
あ
り
し
時
に
乗
じ
て

マ
ケ
ド

ニ
ア
人

の
侵
略

に
遭
ひ
、
終

に
二
百
年
前
に
他
國
を
陥
し
人
れ

第
十
巻

(第
六
號

=
二
九
)

八
六
三

、

」

暢
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由
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「

雑

録

古
代
に
於
げ
ろ
植
民
吏
訓

π
ε
同
様
の
運
命

に
、
今
や
自
ら
陥
入
ら
ざ
る
を
得
ざ

る
こ
ε
ε
な

っ
た
o

斯
く
し
て
有
史
以
來
属
領
統
治
に
閲
し
て
は
稀
な
る

技
倆
を
有
し
て
居

っ
た
波
斯
國
艮
も
、
驕

る
者
は
久
し

か
ら
季
ピ
の
鐵
則
の
支
配
は
之
を
冤
る

＼
こ
ε
能
は
す

し
て
、
遂
に
滅
亡
す

る
に
至
つ
π
が
、
.伍
し
波
斯
人
鳳

他
の
古
代
の
.国
民

ざ
異
な
り
、

一
種
の
轍
訓
を
後
世
の

植
民
國

に
遺
し
て
行

っ
た
、
実
れ
は
比
較
的
正
直

に
し

て
潔
白

で
あ
り
、
.新
附
の
民
に
射
し
て
は
寛
仁
大
度
を

以
で
臨
み
、
仇
敵
ご
難
も
妄
り
に
酷
遇
す

る
が
如
き
こ

ε
を

爲

き
な
か
っ
た
こ

云
ふ
こ
ご
で

あ
る
、

而
し
て

之
は
全
K
波
新
人
の
宗
激
的
の
信
念
か
ら
出
て
居
る
様

に
思
は
る

、
波
新
人
は
世
界
に
は
善

(跨
げ
⊆
箪
巳
震
計
)

.

悪
(〉
[・ユ
已
雪
)
二
種
の
紳
が
あ
レ
、
宇
宙
の
萬
物
は
共

の
何
れ
か
に
驕

せ
ね
ば
な
ら
漁
が
、
人
聞
が
善
行
を
積

ん
で
善
聯
の
味
・万
を
す
れ
ば
死
後
に
至
る
迄
光
榮
を
受

け
、
邪
悪
の
生
涯
を
送
れ
ば
死
後

に
至
る
迄
苦
み
を
嘗

め
ね
ば
な
ら

諏
ε
云
ふ
こ
ε
を
信

じ
て
居

っ
た
、
故

に

メ
ヂ
ア
人
等

の
如
く
に
残
忍
酷
薄
な
る
行
爲
は
敢
て
し

な
か
つ
π
の
で
あ
る
、
波
斯
人
の
宗
漱
的
信
念
が
迷
信

第
十
巻

(築
山ハ
號

一
四
〇
)

八
⊥
八
四

で
あ
る

か
否

か
は
藪

に
批

利
す

る
の
限
り
で
は
な
.い
、

唯
夫

れ
が
時
世
人

一6

を
支

配
す

る
こ
ご
此

の
如
く

に
大

で
あ

っ
て
、
又
其

の
結
果

が
甚

だ
頁
好

で
あ

っ
だ

ε
す

れ
ば
、
・假
令
宗
激

ε
し
て

の
眞

の
慣
値

は
疑

問

で
あ

っ

て
も
、

之
は
別

に
問
題

ε
す

る
に
足
ら

諏
の
で
あ

る
。
.

以
上
述

べ
π

る
古
代

の
国
民

は
、
固

よ
り
國

に
依

b

て
多
少

の
差
異
は
あ

る
も

、
要
す

る
に
領
土

の
振

張

は

武
力

に
依
り

、
又
振

賑
せ
ら

れ
拠

る
地
方

の
統
治
方
法

の
如

き
も
、
経
済
的

富
源

の
開
按

を
主
眼

ε

し
て
、

之

に
相
慮

す

べ
き
続
治
策

を
講

じ
た

る
も

の
で

は
な
く

し

て

,
全
く
帝

国
主
義

的

の
領
土
振
張
策

に
便

な
る
統
治

方
法
を
行

ふ
た
ε
云

ふ
に
過

ぎ
鍛
の
で
あ

る
か
ら

、
現

今

の
植
民
政

策
上

に
参
考

の
資

料

ど
な

る

べ
き
も
の
は

殆

ん
こ
な

い
ε
稗

し
て
も
、可

い
の
で
あ

お
が
、
併

し
其

の
興

亡

の
事
跡
は
街

ほ
吾

人

に
激
訓
を
與

ふ

る
も
の
が

決

し
て
尠

く
な

い
の

で
あ

る
。

,
●

'


